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研究成果の概要（和文）：本研究グループでは、3年間に渡って、日本におけるエスニック･マ

ーケットの形成プロセスや経済効果について研究してきた。東京の新大久保と大阪の生野･鶴橋

を中心に韓人マーケットの生成･発展プロセスについて度重なるフィールドワークを行い、同地

域で起業活動を展開する在日韓人起業家へのアンケート･インタビュー調査を実施してきた。研

究最終年（2013年）には、韓国･済州大学で開催した国際シンポジウムでこれまでの研究成果を

発表し、ワーキング・ペーパーを出版した。 

 

研究成果の概要（英文）：Our group have studied about ethnic market、 sespecially Korean 

markets in Japan for 3years.We tried many field--work in the Korean markets in Tyokyo 

and Osaka.We presented the fruits of our studing in JEJU University,South Korea and 

published the Working Paper this year. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）国際経済学における国際労働移動論
や移民研究の分野では、エスニック･マイノ
リティや移民集団の経済活動に関する研
究の重要性が高まっている。だが、移民問題に
関する感心が希薄な日本の経済学会では、こう
した研究は少数であり、ごくわずかな研究者

の間で見られる研究も、移民起業家や移民企
業の研究に重点がおかれてきた。 
本研究ではこれまであまり注目されて
こなかった移民 集住地域に 形成されたエ
スニック・マーケットに焦点を当てて、エ
スニック・グループの経済動向にこれまで
とは異なった視点から迫ろうと考えた。 

機関番号：２４４０２ 

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2010～2012   

課題番号：２２５３０２７５ 

研究課題名（和文） 日本におけるエスニック・マーケットに関する社会経済的研究 

                     

研究課題名（英文） THE SOCIL AND ECONOMIC STUDY ON ETHNIC MARKETS IN

       JAPAN 

研究代表者 

朴  一（PARK  IL） 

大阪市立大学・大学院経済学研究科・教授 

 研究者番号：70208734 

 

 



 

 

（２）日本では外国人労働者の流入は、治安
悪化のみならず日本人労働者の雇用を奪い、
雇用構造にマイナス影響を与えるという
考え方が広まっている。しかし、外国人労働
者の受け入れは、日本の地域経済や日本の雇
用構造に悪影響を与えるだけであろうか。移
民労働者や外国人定住者によって形成さ
れるエスニック･マーケットが日本人の雇
用や景気にも好影響を与える可 能性が
あるのではないかという素朴な疑問から、
本研究はスタートした。 
 

２．研究の目的 

（１）本研究では、主に東京の新大久保や大
阪の生野･桃谷地域を中心に在日韓人によっ
て形成された２つの大きなエスニック･マー
ケットに焦点を当て、エスニック・マーケッ
トの形成プロセスや現地経済に及ぼす影
響などを歴史的･実証的に考察することを研
究の主眼にしてきた。 
（２）研究背景でも述べたが、こうした研究
は外国人労働者が日本の雇用構造に及ぼ
す負の効果という視点が強調されてきた従
来の日本の移民研究に一石を投じるもので
ある。 
（３）本研究では、こうした問題意識から、韓
人や日系ブラジル人をケースに移民労働
者が日本に定住するメカニズム、集住地域を
中心に形成されたエスニック･ マーケット
の構造、および現地経済に与える経済的影
響などを研究課題とした。 
 

３．研究の方法 

（１）本研究では、まず 1 年間に渡って、移民
企業や移民企業家に関する先行研究を徹底的
に集め、これまでの研究の問題点を検出した
。 
（２）次に、日本におけるいくつかのエスニ
ック･マーケット（新大久保と生野･桃谷の韓人
マーケットと滋賀県･湖南市の日系ブラジル人
マーケット）を視察。東京と大阪で開催した
研究会における議論を通じてアンケート項目
を検討･決定し、アンケート･インタビュー用紙
を作成した。 
（３）その後、2 年間に渡って東京の新大久保
と大阪の桃谷･生野地域における韓人マーケッ
トで起業活動を営む韓人起業家へのインタビ
ューや市場調査をおこない、エスニック･マー
ケットの形成プロセスとその経済的影響につ
いて考察を進めてきた。 

 

４．研究成果 

（１）東京の新大久保と生野･桃谷の韓人マ
ーケットに関するインタビュー調査を踏ま
え、報告書を作成し、その成果の一部は2011 
年 12月に開催した「韓国。関西フォーラム

2011―コリアタウンの街づくりを通した
大阪観光･経済活性化―」（駐大阪韓国領事館
･国土交通省近畿運輸局共催）で公開した。同
シンポジウムには100名をこえる参加者があ
り、市場関係者からも大きな反響があった。 

（２）さらに今年（2013 年）2 月、韓国の済
州大学で国際シンポジウム「日本の韓人企
業ならびに企業家と韓人マーケット」を開
催。研究メンバーが3年間の研究成果を報告
し、ワーキングペーパー『日本の韓人企業
ならびに企業家と韓人マーケット』（韓国･
済州大学･在日済州人センター、2013年）
を出版した。同シンポジウムの内容は現地の
メディアでも報道され、韓国人研究者からも
注目された。 
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